
髪の主題の変奏
一ボードレールにおける韻文詩と散文詩一

吉　田　典子

1　はじめに一2つのテクスト

ボードレールが，同じテーマを韻文詩と散文詩という異なるふたつの方法で扱っ

たいわゆるdoubletsと呼ばれる作品群を残していることは，よく知られている。

とりわけ1855年，57年，61年に発表された初期の散文詩作品の多くは，r悪の

華』と共通したテーマをもっている。r悪の華』によって詩人としての地歩を築き

つつあったボードレールが，なぜ他方で散文詩という未知の領域へ踏みこんでいっ

たのか，また韻文詩と散文詩との差異を詩人がどのように考えていたのかを知る上

で，これらの書き替え作業は非常に貴重な資料を提供してくれる。

ボードレールはある手紙の中で自らの散文詩作品を評して，＜En　somme，　c’6st

encore　LωFZθπ7∫伽忽α1＞と述べ，韻文詩集との類縁性を認めている。しかし

その直後にくmais　avec　beaucoup　plus　de　libert6，　et　de　d6tai，　et　de　rame一

rie　1）〉と付け加えることによって，散文詩の独自性を強調することも忘れない。

また別の手紙では，＜Enfin！je　me　pique　qu’il　y　a　la卿θZgμθ肋03θdθηo㍑一

yε副comme　sensation　ou　comme　expression2）》と述べて，新しいジャンル

の開拓者としての自負をうかがわせている。

彼の思い描いていた「新しさ」とはいったいどんなものだったのか。散文詩の誕

生は，歴史的に見れば，19世紀中葉というロマン主義と近代との接点に位置づけ

られるわけだが，その後目ざましい発展をとげたこのジャンルの黎明期におけるひ

とつの意識のあり方として，ボードレールの散文詩の「新しさ」を見定めるために

は，韻文詩との比較がひとつの有効な手段となるだろう。

本稿においてはこのような試みのひとつとして，韻文詩くLaむhevelure≦と散

文詩＜Un　h6misph6re　dans　une　chevelure＞（以後＜Un　hεmisph6re＞と省略

する）をとりあげたい。いくつかあるdoubletsの中でもとりわけこの一対は，そ

一177一



れそれ7個のストロフあるいは段落によって構成され，しかもその各々が内容的に

もほぼ対応しているため，精密な対比が可能であるという利点をもっている。

ただしこの一対の場合には，韻文と散文のどちらが先に書かれたのかという疑問

が残されていることを付言しておかねばならない。散文詩は1857年8月24日，

LθPア4∫θη，に＜La　Chevelure＞の原題で3），また韻文詩の方は1859年5月20日，

Rθ躍ε加ηρα舵にそれぞれ発表された。すなわち散文詩の方が韻文詩より，約1

年9ヵ月前に世に出ているわけである。他のdoublets作品のほとんどの場合は韻文

が散文に先行して発表されていることを考えると，これはやや特殊なケースであり4：

実際の執筆順序については註釈者たちの間でいまだに意見の一致をみていない。

発表年代とは逆に，韻文詩の方が先に書かれたのかもしれないという疑いを始め

て提出したのはジャック・クレペとジョルジュ・プランであるが，彼らはそれを断

定してはいない5）。しかしその後をうけて，アントワーヌ・アダンやロベール・コ

ップは韻文詩が先であると考えている6）。一方クロード・ピショワは，＜La　Chひ

velure＞には1858－59年制作の韻文詩に特徴的な頓呼法の頻繁な使用が認められ

ることや，当時のボードレールの作品発表の情況から見て，制作の順序はやはり発

表の順序と同じであろうと推測している7）。韻文詩先行説は，ボードレールにおけ

る韻文詩から散文詩への移行という全体的な流れの中で見た上では自然かもしれな

いが，ピショワの説を否定するほどの証拠は全くもちあわせていない。本稿では執

筆順の問題はひとまず考慮の外において，ふたつの作品を共時的なレベルでとり扱

いたいと思う。

以下が問題となるふたつのテクストである。

LA　CHEVELURE

1．　Otoison，　moutonnant　jusque　sur　rencolure！

Oboucles！Oparfum　charg6　de　nonchaloir！

Extase！Pour　peupler　ce　soir　ralc6ve　obscure

Des　souvenirs　dormant　dans　cette　chevelure，

Je　la　veux　agiter　dans　rair　comme　un　mouchoir！

2．　La　langoureuse　Asie　et　la　bralante　Afrique，

Tout　un　monde　lointain，　absent，　presque　dεfunt，

Vit　dans　tes　profondeurs，　foret　aromatique！

Comme　d’autres　esprits　voguent　sur　la　musique，

Le　mien，6mon　amour！nage　sur　ton　parfum．
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3．　J，irai　l註一bas　o血rarbre　et　l，homme，　pleins　de　s6ve，

Se　pament　longuement　sous　rardeur　des　c1㎞ats；

Fortes　tresses，　soyez　la　houle　qui　m’enl6ve！

Tu　contiens，　mer　d’6b6ne，　un　6blouissant　reve

De　voiles，　de　rameurs，　de　flammes　et　de　mats：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

4．、Un　port　retentissant　o血mon　ame　peut　boire

、Agrands　flots　le　parfum，1e　son　et　la　couleur；

0心les　vaisseaux，　glissant　dans　1’or　et　dans　la　moire，

Ouvrent　leurs　vastes　bras　pour　embrasser　la　gloire

D’un　ciel　pur　o心fr6mit　l’6temeUe　chaleur．

5．　Je　plongerai　ma　tete　amoureuse　d，ivresse

Dans　ce　noir　oc6an　o血1’autre　est　enfe㎜6；

Et　mon　esprit　subtil　que　le　roulis　caresse

Saura　vous　retrouver，　6　f6conde　paresse，

Infinis　bercements　du　loistr　embaum6！

6．　Cheveux　bleus，　pavillon　de　t6n6bres　tendues，

Vous　me　rendez　l’azur　du　ciel　immense　et　rond；

Sur　les　bords　duvet6s　de　vos　m6ches　tordues

Je　m’enivre　ardemment　des　senteurs　confondues

De　1’huile　de　coco，　du　musc　et　du　goudron．

7．　Longtemps！toujours！ma　main　dalls　ta　cdni6re　lourde

S色mera　le　rubis，1a　perle　et　le　saphir，

Afin　qu’ムmon　d6sir　tu　ne　sois　jamais　sourde！

N’es－tu　pas　l’oasis　o心je　reve，　et　la　gourde

Oh　je　hume　a　longs　traits　le　vin　du　souvenir？

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　、

tN　HEMISPHERE
DANS　UNE　CHEVELURE

1．　　Laisse－moi　respirer　longtemps，　longtemps，　rodeur　de　tes　cheveux，

yplonger　tout　mon　visage，　comme　un　homme　alt6r6　dans　l，eau　d’une

source，　et　les　agiter　avec　ma　main　comme　un　mouchotr　odorant，　pour

secouer　des　souvenirs　dans　l，air。

2・　　　　Si　tu　pouvais　savoir　tout　ce　que　je　vois！　tout　ce　que　je　sens！

tout　ce　que　j’entends　dans　tes　cheveux！Mon　ame　voyage　sur　Ie　parfum

comme　l’ame　des　autres　hommes　sur　la　musique．
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3．　　　Tes　cheveux　contiennent　tout　un　reve，　Plein　de　voilures　et　de

matures；ils　contiennent　de　grandes　mers　dont　les　moussons　me　portent

vers　de　charmants　climats，　o血1’espace　est　plus　bleu　et　plus　profond，

o心1’atmosph6re　est　parfum6e　par　les　fnlits，　par　les　feu且les　et　par

1a　peau　humaine．

4．　Dans　l’oc6an　de　ta　chevelure，　j’entrevois　un　port　fou㎜Ulant　de

chants　m61ancoliques，　d’hommes　vigoureux　de　toutes　nations　et　de

navires　de　toutes　formes　d6coup’ant　leurs　architectures　fines　et　comp1ト

qu6es　sur　un　ciel　immense　o血se　pr61asse　l’6temelle　chaleur．

5．　　　Dans　les　caresses　de　ta　chevelure，　je　retrouve　les　langueurs　des

longues　heures　pass6es　sur　un　divan，　dans　la　chambre　d，un　beau　navire，

berc6es　par　le　roulis　imperceptible　du　port，　entre　les　pots　de　fleurs

et　les　gargoulettes　rafrafchissantes．

6．　　　Dans　rardent　foyer　de　ta　chevelure，　je　respire　l’odeur　du　tabac

me16　a　1’opium　et　au　sucre；dans　la　nuit　de　ta　chevelure，　je　vois　res一

plendir　l’infini　de　l’azur　tropica1；sur　les　rivages　duvet6s　de　ta　chevelure

je　m’enivre　des　odeurs　combin6es　du　goudron，　du　musc　et　de　l’huile

de　coco．

7．　　Laisse－moi　mordre　longtemps　tes　tresses　lourdes　et　noires．　Quand

je　mordille　tes　cheveux　61astiques　et　rebelles，　il　me　semble　que　je　mange

des　souvenirs．

ある女性（「般には混血の愛人ジャンヌ・デュヴァルがモデルとされている）の

髪の香りを通して異国の思い出が蘇る，これが両詩に共通した中心主題である。し

かしテーマは同じであっても，ふたつの作品が読者に与える印象はかなり異なって

いる。そしてその相違は，単に韻律の有無から生じるばかりではなさそうだ。

＜Un　h6misph6re＞と＜La　Chevelure＞との比較はこれまでにも何人かの研究者

によって行なわれている8）。我々はその中でもっとも基本的なものであり，また両

作品を一読したときのほぼ一般的な印象を語ってくれると思われるクレペ，プラン

の研究を，出発点として整理しておこうと思う。この比較研究は，それまで韻文詩

として精製される以前の下書きぐらいにしか見られていなかった散文詩を正当に評価

すると同時に，同じテーマを扱った韻文詩と散文詩が互いに他に従属するのではな

く，それぞれ独立した別個の詩的宇宙を作り上げていることを明らかにした点で重

要な意味をもっている。彼らの見解は次の4点に要約することができる。

（1｝散文詩はルフラン，アソナンス，アリテラシオン，そして似通った長さをも

つストロフの配列などによって，韻文と競合している。しかしこの散文を自由詩の

ように句切ることはできない。なぜならボードレールはあまりにも安易なリズムを破る
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ことによって，それを拒絶しているからである。

②韻文詩は詩の伝統的語彙の使用，韻の必要性からくる無理な倒置，大げさな

表現等のため，散文より因襲的かつ壮麗である。

（3）散文詩は韻文詩より色鮮やかで唐突かつ直載的であり，韻文にはない具体的

な表現を受け入れることができる。

（4）しかしながら韻文詩は，跨り句，あるいは句切りとリズムの戯れなどによっ
て，散文には決して望むことのできないような地点に到達している。　　　　　　　　　　9

この中で（1）と（4｝は，主として音やリズムの問題であり，韻文詩が韻律法を巧み

に利用していること，そして散文詩は韻律に対抗すべくさまざまの技巧を凝らして

いることが指摘されている。そこで我々はまず，韻律という枠組をはずされた散文

詩が，どのようにして韻文独自の脚韻やリズムに迫ろうとしているかを見ていくこ

とにしたい。

一方②と（3）はどちらかといえば文体にかかわる問題で，伝統的な意味において

きわめて「詩的」である韻文詩に対し，散文詩がむしろ新鮮な直接性，具体性をも

っていることを確認している。実際＜La　Chevelure＞は『悪の華』の中でもとり

わけ修辞的な技巧に富んだ作品のひとつであるのに比べて，＜Un　h6misphere》

の文体はきわめて平明な日常的散文に近い。本稿では，韻文詩の過剰なまでの修辞

性がどのように現われているかということを具体的に指摘すると共に，そのような

古典的な修辞性を散文詩がいかに打ちこわしているかを見ていくことにしたい。た

だし散文詩における修辞性の不在を立証することはそれほど困難とは言えない。我

々は一歩踏み込んで，散文詩のもつ積極的な価値があるとすればそれは何なのか考

えていきたいと思う。

皿　散文詩における音と意味

＜La　Chevelure》は12音綴の詩句5行をひとつのストロフとして，全部で7つ

のストロフから成る作品である。一方散文詩では全体をほぼ等しい長さをもつ7つ

の段落に分けているが，これは明らかに韻文のストロフ構成を意識したものであろ

う。

散文詩はまた，クレペ，プランも指摘しているように，アソナンスやアリテラシ

オン，そしてルフランなどの音文彩figures　phoniquesを多用することによって，
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韻文の効果に接近しようとしている。これらの音文彩はどのような機能を果たして

いるのだろうか。顕著な例をいくつか挙げてみよう。

まずアソナンスは，狭い意味では同一母音による脚韻のことだが，広い意味では

同一母音のあらゆる目立った反覆を表わす。

a）　tout　un　reve　plein　de　voi1π7θ∫et　de　matπアθ5

b）　les　languθπ7rβ　des　longues　hθ〃7θ3

c）　　dans　la　nz4ごt　de　ta　cheve1π7θ，　je　vois　resplend∫r　l’infゴnゴde　l’azμ7　troPごcal

一方アリテラシオンは，やはり狭い意味では語頭に同一子音を反覆する頭韻のこ

とだが，「般には同一子音の目立った反覆のことを言う。

d）　avec　ηza　η2a血　coη2ηzθ　un　η20uchoir

e）　　∫ecouer　des　∫ouvenirs

f）　co〃霊〃2θ　raη2θ　des　autres　ho〃2η2θ8　sur　la〃3usique

9）　de　grandes〃2ers　dont　les〃20ussons〃zεportent　vers　de　char〃1ants　clシπats

i）　　1e　roulis　㎞ρerceρtible　du　ρort，　entre　les　ρots　de　f【eurs

このように繰り返される同一の音は，単に耳に快いという効果をもっているばかり

ではなく，テクストの他のレベル，たとえば意味論的なレベルと密接にかかわって

いることがある。

aにおいては帆と帆柱が混然と絡みあう様子が，集合を示す語尾の反覆によって

示されているようだ。またbの例を発音記号で示すと［le竃gceXr　de　lδgz（£：「］

となり，意識的な類似音の繰返しが認められる9）。それによって「けだるさ」は，

いわば延声記号を付したような音の連続の中で，ありありと感じとれるのではない

だろうか。またd，f，iの例では脱ouchoir，彫usique，ρortのように中心的な働

きをする語の頭韻が，その前後に同じ音をちりばめることによって補強されている。

この音の連鎖がハンカチや音楽や港のイメージを支え，強化していると考えられる。

音声がきわめて重要な役割を果たしていると思われるのはCの場合である。ここ

では夜の中に青空を見るという非現実的なヴィジョンが語られているのだが，そこ

には音が深く関わってきているようだ。かつてマラルメはjour（昼）が暗い響きを

もつのに対し，nuit（夜）は明るい響きをもつという矛盾を嘆いたことがあるlo）。
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それはjourには［u］という重く低い母音が含まれ，　nuitの中には［q］および

［i］の鋭く高い母音（半母音）があるからであろう。ランボーやプルーストが

［i］の音に赤色を感じとったことも知られている。また一方では，ジュネットが

述べているように，音あるいは文字の類似から生じる語彙上の連想association　le一

xicaleによって，　nuitという語は1uire，　lumi6re，あるいはluneなどの光に関連し

た語と容易に結びつけられる11）。このこともnuitが明るく感じられる原因のひと

っだろう。ところでcの文章においては，nuitの中の明るい［i］音がアソナンス

によって繰返し強調され，また［q］音の方はそれに似かよったchevelureやazur

の［y］音で補強されている。それによってnuitという語のもつ明るい響きはます

ます強調される結果となる。言い換えれば，nuitという単語の音そ（bものから明る

さが導き出されて，この意味論的には不条理なヴィジョンを裏付けているのである。

さらにもうひとつ9の例を見てみよう。これは「私」が季節風に運ばれて彼方の

地へと向かう過程を述べた部分である。ここにおける［m］音の連なりは，あたか

も水面をなめらかにすべっていくような動きを感じさせる。ところでこのアリテラ

シオンの効果は，韻文詩と対比してみたときにより明瞭になる。韻文詩においてこ

の箇所と対応し，同じような動きを示す表現は，第3節の1行目　（J’trai　1きbas

［，．。1）と3行目（Fortes　tresses【．．．1）である。ただしこの動きはアリテラシオ

ンではなく，次に述べるようにリズムの工夫によっている。

＜La　Chevelure＞の大部分の詩句は，古典的なアレクサンドランのリズムであ

る4韻律詩句t6tram6treで構成される。すなわち第6音節と最後の第12音節に固

定アクセント，さらに2つの半句h6misticheにそれぞれひとつずつ移動アクセン

トをもち，その結果1行は4つに区切られる（既La　langoureu／se　Asie／et　la

br丘1an／te　Afrique）。　ところが第3節の1・3行目において用いられているのは，

別名ロマン詩句とも呼ばれる3韻律詩句trim6tre（第6音節にアクセントをもたな

い詩句）なのである。

J’irai　la－bas／oむ1’arbre　et　l’homlme，　pleins　de　s6ve，

Fortes　tres／ses，　soyez　la　hou／1e　qui　m，en16ve！

モーリス・グラモンによれば，4韻律から3韻律へと減少することによってロマン

詩句は古典的アレクサンドランより必然的に速く読まれることになり，そのために

聞き手の注意をひきつけるという。そして彼は3韻律詩句の効果のひとつとして，
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速い動きを表わすという点をあげている12）。上に引用した2行は詩の中で異国への

旅立ちの強い願望を表現しているが，詩人は速いリズムへの移行によってこの出発

そのものを巧みに模倣しているといってよい。ところで散文詩においてはこのよう

な韻律の効果を出すことは不可能に近い。したがってここではアリテラシオンがそ

れに替わる機能を果たしているのであろう。

このように散文詩に多用されているアソナンスやアリテラシオンは，単なる音の

連続にはとどまらない，さまざまの役割を果たしている。

一方ルフランについて言えば，散文詩に顕著に認められるのは，第4－6節にお

けるDans．．．de　ta　chevelureという表現の反覆である。それによってテクストに

は一種の平行構造が作られることになる。ヤコブソンは，「平行性」paraU61isme

を詩的テクストの主要な特性と考えており，たとえば次のように書いている。

La　hme　n，est　qu，un　cas　particulier，　condens6　en　quelque　sorte，　d，un

prob16me　beaucoup　plus　g6n6ra1，　nous　pouvons　meme　dtre　du　prob16me
f・皿d・m・nt訓d・1・p・6si・，　qui　est　1・μ・・〃61纏・13λ

散文詩は韻文のように脚韻による平行構造を作ることはできない。しかしそのかわ

りに，統辞的構造の平行性はきわめて明確に見てとれるのである。次頁の表はその

構造を簡略化して記述したものである。

ここにはDans．．．de　ta　chevelure・je…　の構文の加速度的な繰返しだけでなく，

第1節と最終節におけるLaisse－moiの呼応を始めとして，随所に2つあるいは3つ

の組合せが認められる。それらは散文詩に一種のリズムを与えると同時に，韻文の

脚韻構造に匹敵するようなひとつの構造を作っていると言えるだろう。

しかしこのような構造は，＜Un　h6misph6re》やくPlnvitation　au　voyage》

においては明瞭に認められるのであるが，他の多くの作品ではそれほど際立っては

いないということも付言しておかねばならない。それは必ずしもボードレールの散

文詩の主要な特徴ではないのである。韻文のストロフに似た段落構成についても同

様のことが言える。いちばん最初に発表された2篇の散文詩くLe　Cr6puscule　du

soir＞と＜1a　Solitude＞（後にこれらは大幅に書き替えられる）の段落分けは，

明らかに韻文のストロフを模倣していた。これらの点は散文詩という領域に足を踏

みこんで問もないボードレールが，まだ韻文の構造にとらわれていたことを示して

いるのかもしれない。
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1．　Laisse－moi　　　respirer

y　plonger
et　leS　　　agiter

2．　　Si　tu　pouvais　savoir　　　tout　ce　que　je　vois

　　　　　　　　　o狽nUt　Ce　qUe　Je　SenS

tout　ce　que　j’entends

Mon　ame　　　　　　　　　sur　le　parfum

1’ame　des　autres　hommes　　surla　musique

3． Tes　cheveux　contiennent　　　　　plein　　de　vonures

et　de　matures

ils　　　　　　　　　contiennent o血Pespace　est　　plus　bleu

et　　plus　profond

oも1，atmosph6re　est　parfum6e

par　les　fruits

par　les　feui皿es

et par　la　peau　humaille

4． Dans　l’oc6an　de　ta　chevelure，　j’entrevois

fou㎜∬1ant de　chants

d，hommes　　　de　toutes　nations

et de　navires　　　　de　toutes　formes

5． Dans　les　caresses　de　ta　chevelure，　je　retrouve　　pass6es

berc6es

6． Dans　rardent　foyer　de　ta　chevelure，　je　respire

me16　al，opium
et　　au　sucre

dans　la　nuit　de　ta　chevelure，　je　vois

sur　les　rivages　duvet6s　de　ta　chevelure，　je　m’enivre

combin6es　du　goudron

du　musc

et　　de　rhune　de　coco

7．　taisse－moi　　　mordre
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皿　韻文詩の伝統性

さてくUn　h6misph6re》においてはすでに述べたように音に関する文彩は有効に

用いられているとはいえ，その他のいわゆる修辞技法全般はほとんど使われていな

い。それに対してクレペ，プランも指摘しているように，高度に伝統的な印象を与

える＜La　Chevelure＞には，頓呼法，漸層法，擬人法，そしてとりわけ隠喩，換

喩，提喩など古典的，「詩的」な文彩の数々が過剰なまでに満ちあふれている。そ

こでまず，韻文詩の伝統的な性格を形づくっていると思われるいくつかの主だった

特徴を，散文詩と対比させながら挙げてみることにしよう。

（1）韻文詩は女性の髪そのものに対し，第7節を除いて直接tuあるいは複数形の

vousで呼びかけている（第7節のtuはおそらく女性を指している）。　これは典型

的な擬人法である。一方散文詩におけるtuはあくまでも相手の女性であって，髪は

つねにtes　cheveuxもしくはta　chevelureである。韻文詩では髪ばかりではなく，

souvenirs，　tout　un　monde，　vaisseauxなどさまざまな事物が擬i人化されている。

しかし散文詩では擬人法はほとんど姿を消している。

②また韻文詩においては，髪は決して同じ呼び方をされることはない。以下に

髪に与えられた名称の数々を書き出してみよう。

1．　6toison　　　　　　　　　　　　m6taphore
6　boucles　　　　　　　　　　　　　　　　　synecdoque

6parfum　　　　　　　　　　　m6tonymie
cette　chevelure　　　　　　　　　　　　　　　一

comme　un　mouchoir　　　　　comparaison

2．　foret　aromatique　　　　　　　m6taphore

6mOn　amOUr　　　　　　　　　m6tOnymie

3．　fortes　tresses　　　　　　　　　　　　　　synecdoque

la　houle　　　　　　　　　　　m6taphore

mer　d’6b6ne　　　　　　　　　　mεtaphore

5．　ce　noir　oc6an　　　　　　　　　m6taphore

6．　cheveux　bleus　　　　　　　　　　　　　　　　一

pavnlon　de　t6n6bres　　　　　m6taphore

vos　m6ches　tordues　　　　　　synecdoque

7．　ta　crini6re　lourde　　　　　　　m6taphore
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ここでは髪を表わすのにchevelureとcheveux以外に，実にさまざまの語が使われ

ている。toisonは元来羊毛を表わす語であるし，　C血i6reはもともと動物，特に馬の

たてがみを示す。またboucles，　tresses，　m6chesの各語は部分でもって全体を，あ

るいは種espさceでもって類genreを表わす提喩であろう・その他にも直喩や換

喩，そしてとりわけ数々の隠喩が用いられて，髪は森に海に天空にと自由自在に変

貌する。

それに対して散文詩の方はどうだろうか。そこに見られるのはtes　cheveuxとta

chevelureの執拗なまでの繰返しであり，わずかに一度tes　tressesという表現が使

われるのみである。これだけをとってみても韻文詩の極端な修辞性と，それを全く

剰奪された散文詩との相違は明らかであろう。

（3）韻文詩の特徴はさらに，頓呼法apostropheの多用にも認めることができる。

頓呼法とは人であれ物であれ，ある対象物にむかって突然に呼びかける技法であり，

強い調子でものの名前を発話することによってもの自体を現前させる力をもってい

る。韻文詩における髪への呼びかけはすべて頓呼法となっているが，散文詩の方に

はこの技法は一度も使われていない。

たとえば韻文詩の冒頭は，たたみかけるような4つの感嘆符の連続で始まっている。

6toisoll，　moutonnant　jusque　sur　1’encolure！
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

nboucles！Oparfum　charg6　de　nonchaloir！

Extase！【．．．1

頓呼法はたいていの場合，感嘆法を伴っている。そして韻文詩にはこのExtase1を

始めとして6f6conde　paresse，　Longtemps！toujours！など，純粋な感嘆法も多

い。感嘆法が強い感情を表現するときに用いられるように，頓呼法もまたフォンタ

ニエによれば，「強烈な，あるいは深い感動の表現」であり「強く動かされた魂の

自然な爆発14）」なのである。ボードレール自身，好情詩に関する考察の中で，この

文彩を誇張法と同列に置いて次のように書いている。

【＿】constatons　que　l’hyperbole　et　1’apostrophe　sont　des　fo㎜es　de　langage

qui　lui　sont【a　la　po6sie　lyrique】non　seulement　des　plus　agr6ables，　mais

auきsi　des　plus　n6cessaires，　puisque　ces　formes　d6rivent　naturellement　d’un

6tat　exag6r6　de　la　vitalit6．15）
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ボードレールにとって頓呼法は，将情詩に欠くことができない技法であると同時に，

「常軌を逸した生命力の横盗」から必然的に導き出される形式であった。＜La

Chevelure》はその冒頭部からして，高い調子の生の昂揚感にあふれているわけで

ある。それはたがいに文法的脈絡をもたない名詞文の羅列によってますます強調さ

れる。そこには論理的な思考や日常的な時間の流れは認められず，Extase！の語に

集約されるような極度の陶酔と特権的瞬間における永遠の感覚がみなぎっている。

そしてこのような詩的葱依の状態は，最終節のLongtemps！toujours！に至るまで，

韻文詩全体を通じて持続されている。

あたかもこれと対照をなすかのように，散文詩はLaisse－moi．．．という相手の女

性に対するささやくような懇願で始まる。全体として散文詩は，シュザンヌ・ベル

ナールが言うところの「内密で個人的な打明け話の調子1動に貫かれており，誇張

された調子の頓呼法，感嘆法をもっ韻文詩とははっきりと一線を画している。

（4）韻文詩にはまた，詩の伝統に属していると思われる壮重な言い回しや古風な

語彙などが目立っている。たとえば散文詩では単にodeur（s）（1，　IV）となっている

ところに韻文詩はparfum（1）やsenteurs（IV）を用い，散文のnavires（IV）に対し

てはvaisseaux（IV）が用いられている。韻文にはさらにnonchaloir（1）というnon一

chalanceの古語や，　humer（VII）というやはり古い文語が見られる。　Je　la　veux

agiter（1）における人称代名詞の位置も古典的な文体のレミニサンスである。

また散文詩のgrandes　mers（III）に対して韻文はmer　d’6b6neという表現を与

えている。「黒い」と書くかわりに「黒檀の」と形容するこの一種の隠喩は，常套

的な詩的表現である。第2節のLa　langoureuse　Asie　et　la　brmante　Afriqueに

おいてふたつの大陸に冠されている形容詞も，それらの地方の常套的なイメージを

表わすものであろう。さらにこの節では，Tout　un　monde　lointain，　absent，

presque　d6funtという典型的な漸層法が見られる。第4節のembrasser　la　glo廿e

という言い回しも，やや大仰な印象を与える紋切型ではないだろうか。

韻文詩に固有の詩的表現としては，抽象化の提喩synecdoque　d’abstractionがあ

る。これは「金色の髪」というかわりに「髪の黄金」，「青い空」のかわりに「空

の青」という類の表現で，具体物を抽象的な相のもとにとらえる技法である。＜正a

Chevelure＞においては1’ardeur　des　climats（III），1a　gloire！D’un　ciel　pur（IV）

そして1’azur　du　ciel（VI）などにこの文彩が見られる。

以上，韻文詩の主な特徴を列挙したわけだが，これらが韻文詩に調和のとれたア

ルカイックな様相を与え，伝統的な「詩」の概念に結びつくその性格を形成してい
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ることは確かである。詩人は韻文詩において，あえて伝統的な詩学に忠実な態度を

表明しているのだと考えてよいだろう。しかし韻文詩の修辞性はそのような伝統的

な性格にのみ結びついているわけではない。ひるがえって積極的な観点から見れば，

韻文詩に多用される文彩，とりわけ隠喩は，ひとつの語に2重ときには3重の重層

的な意味を与える働きをもっている。それは髪と，髪によって喚起される熱帯の世

界とをたがいに通底させると同時に，他のさまざまなレベルでの複雑な照応関係を

つくりあげて，韻文詩全体にコレスポンダンスの網目を張りめぐらせる役割を果た

していると言えそうだ。

韻文詩の全体的な構造を決定しているともいえる隠喩的性格については後に散文

詩との対比の上で明らかにしていくことにして，ここでは韻文詩における語彙その

ものの喚起力について，まず考察しておきたいと思う。

W　語彙の想像力

韻文詩には常套的な表現が目立っていることをすでに指摘したが，ボードレール

は常套句をただそのまま使用しているわけではなく，それらの語が内包している意

味の広がりを有効に活用していると思われる場合がある。

たとえばmer　d’6b6neという髪の隠喩について言えば，　d’6b6neは比喩的に非常

に濃い黒を表わし，『リトレ辞典』にも記載されているようにcheveux　d’6b6neは

漆黒の髪を示す慣用表現となっている。しかしダニエル・ブーヴロが指摘するとお

り17），韻文詩におけるd’6b6neは単に比喩的な「黒い」という意味におちいってし

まうことなく，「黒檀」というもののもつ他のさまざまな特性，たとえば「異国的」

「貴重な」「重い」（c£第7節のta　crini6re　lourde）といった性質をも髪に結び

つける効果をもっているのである。

また上alangoureuse　Asieとla　brα1ante　Afriqueの場合には，ふたつの形容詞

がアジアとアフリカを恋する女性に喩える役割をも果たしている。なぜなら1angou一

reuxにはQui　a　une　langueur　d’amour（『リトレ』）という特別な意味がある

し，またbrαlantも比喩的にはPoss6d6　d’une　passion（同上）のことだからであ

る。このようにして遠くの大陸は一種の擬人化を受け，「薄暗い寝室」の中で「私」

と共にいる女性とほとんど同一化する。

一方embrasser　la　gloireにおけるgloireは栄誉，光栄の意味だが，この語はま
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雫

たla　gloire／D’un　ciel　purとつながって，空の輝き，輝かしい空（ciel　glorieux）

を表わすことになる。ここには詩句の跨がりによってさらにその効果を強められた

一種の掛け言葉が認められるのではないだろうか。

語義の重層性は，常套句においてのみ見られるわけではない。語彙そのものがも

つ多義性は韻文詩の至るところで観察することができるのである。それが最大限に

活用されていると思われるのは第1節である。

Otoison，　moutonnant　jusque　sur　rencolure！
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

nboucles！Oparfum　charg6　de　nonchaloir！

この第1行目には髪あるいは女性の動物性が強く喚起されている。toisonはもと

もと羊毛を意味するが，比喩的には「非常に量の多い髪，羊毛のような髪」を表わ

す語である。しかしこの比喩的意味は，ちょうどボードレールがこの作品を書いた

19世紀の中頃に生まれており，少なくとも文学的使用としてはこの隠喩を用いた

のはボードレールが始めてであろう。当時としてはかなり漸新な隠喩であったこと

になる。羊毛のイメージは次のmoutonnantに継承される。この語はもちろんmoル

tonから派生しており，羊毛のように縮れ波うっているさまを表わしている。さら

にencolureもまた，本来は動物とくに馬の首を指す言葉である18）。このように1

行目を通じて連続的隠喩m6taphore　f皿6eが認められ，髪一女性はつねに動物に喩

えられている。

しかしこの1行はまた，単なる文彩にはとどまらない，もっと漠然としたコノテ

一ションを含んでいるようだ。それはこの詩の中心的なイメージともなっている旅

や海や船にかかわりのある連想である。

まずtoisonの語から「金羊毛」70加〃dり7の神話を思い起こすことは，あなが

ち恣意的とは思えない19）。イアソンとアルゴ号の乗組員たちが金の羊の毛皮を求め

て大航海を企てるギリシァ神話の物語である。r19世紀ラルース辞典』の説明に

よれば，「金羊毛」は彼方の地に存在する貴重な宝，それを獲得するためには数々

の危険な障害を乗り越えなければならないような宝を象徴するという。異国への船

旅と一種の宝探しをテーマとするこの神話は，＜La　Chevelure＞と深いかかわり

をもつのではないだろうか。なぜなら韻文詩もまた，思い出という至宝を求めての

想像上の船旅にほかならないからである。しかもその探求の終曲である最後の第7

節において，詩人の手が女性の「たてがみ」crini6re（この語も動物との類似を示し
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ていることに注意したい）に，ルビーや真珠やサファイアをまきちらすという，韻

文詩独自の記述が見られる。宝石で飾られた髪＝羊毛は，このようにしてまさしく

金羊毛となり，詩人がついに手に入れた戦利品として燦然と輝くのである。

冒頭の1語toisonは，このような神話への引喩allusionによって韻文詩全体を予

告するような役目を果たしているわけだが20），次のmoutonnantにも海への暗示が

見られる。というのはこの語は比喩的に，細かく泡立ち波うつ水面を表わすのにも

っともよく使われる語だからである。髪はのちにはっきりと海に変容するが，すで

にここでtoisonには海のイメージが付与されているのである21）。

一方encolureは「首」を表わす以外に，船の部分名称として「龍骨の上の肋板中

央部の高さ」を示す語でもある。また2行目のbouclesにも「巻毛」の他にやはり

船の部分名で「索をつなぐ輪」の語義がある。さらにcharg6という表現も，船の

積荷を思い起こさせる。これらの語は実際に上のような意味で使われているわけで

はないとしても，潜在的には「船」を喚起していて，詩全体のイメージを暗黙のう

ちに補強しているように思われる。

さらに第1節の後半部には髪をハンカチのように振るという直喩が見られるが，

ここにも航海に関する連想が現われる。なぜならハンカチを振るしぐさは船の出帆

の光景を暗示しているからである。このようにして「私」は現在の時と場所に別れ

を告げ，思い出の国へと船出するのだ。

ところでencolureやbouclesのような潜在的な海洋語彙は，韻文詩のあちらこち

らに散りばめられている。船にかかわりのある語をあげてみると，第3節のtresses

（編毛一編索），第4節のbras（腕一帆桁を繰る索具），第6節のpavillon（天

幕一船旗），bords（縁，岸辺一舷，船）そしてm6ches（髪の房一舵の心

棒）などがある。

ボードレールは，自らくJ’avais　6t6　pris　tr6s　jeune　de　lexicomanie22）》と告

白しているように，語の意味の広がりや喚起力に鋭い関心を示しっづけた詩人であ

った。その霊感の重要な部分がジュネットのいう〈㎞agination　lexicale23）〉に依

つていることは，ほぼ確実のように思われる。ボードレールはユゴー論の中で次の

ように書いている。

Je　vois　dans　la　Bible　un　proph6te　a　qui　Dieu　ordonne　de　manger　un　livre・

J’ignore　dans　quel　monde　Victor　Hugo　a　mang6　prξalablement　le　diction一

naire　de　la　langue　qu’i16tait　apPel6溢parler；mais　je　vois　que　le　lexique

frangais，　en　sortant　de　sa　bouche，　est　devenu　un　monde，　un　univers　color6，
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m610dieux　et　mouvant．24）

これはまさしくボードレール自身の姿ではないだろうか。

ところで，韻文のこうした密度の高い比喩や言葉の壮大な喚起力に比べれば，散

文詩の第1節の表現は驚くほど平板なものと言わねばならない。

Laisse－moi　respirer　longtemps，10ngtemps，　rodeur　de　tes　cheveux

【．．．1

強い動物性を付与され，しかもすでに旅や船を暗示している韻文の「髪」に対して

散文詩が与えている表現は，ごく簡潔なtes　cheveuxでしかない。物憂さを運ぶ船

へと変貌する韻文のparfumは，散文詩では単なるodeurとなってしまう。またハ

ンカチを振る行為はふたっの詩に共通しているが，散文詩のmouchoir　odorantと

いう表現は，ハンカチの役割を香りを放っものの喩えとして限定してしまうことに

なり，出航の光景を連想することはほとんど不可能である。

このように一切の修辞をおそらく意識的に排除し，直解主義litt6ralismeに拘泥

していると思われる散文詩はいったい何を目ざしているのだろうか。次章において

は，韻文詩の隠喩性と対比させながら，散文詩の特質を探っていきたいと思う。

V　隠喩的展開と換喩的展開

韻文詩においてはすでに示唆してきたように，隠喩が決定的な役割を果たしてい

る。そこでは髪が隠喩の積み重ねによって思い出の世界そのものに変容する。たと

えば第2節のforet　aromatiqueによって髪は異国の森となり，第3節から第5節

にかけてはhoule，　mer　d’6b6ne，　ce　noir　oc6an等の隠喩によって海と同一化さ

れる。さらに第6節ではpavillon　de　t6n6bres，1’azur　du　ciel　immense　et　rond

という表現によって熱帯の空へと姿を変えていく。つまり韻文詩のイメージはこの

ような髪の隠喩的な代置substitutionによって展開しているわけである。

しかも韻文詩におけるこれらの髪の隠喩は，髪に対する伝統的，常套的な呼び名

であったり，また巧妙な類似性の設定によって実にたくみに動機づけられていたり

する。「黒檀の海」についてはすでに考察したが，髪を森に喩えることも一種の慣
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用に近く，『リトレ辞典』にはune　foret　de　cheveuxという表現が記載されてい

る。また髪が波のうねりとなるくだり（Fortes　tresses，　soyez　la　houle　qui　m’en一

1もve！）では，その直前に髪がtresses（編毛）という提喩で呼ばれていることに注意

したい。それによって髪＝編毛と波のうねりとの形態上の類似性はより明確になる。

しかもFortesという形容詞は，暗黙のうちに髪に対して人あるいは船を運ぶこと

ができるようなカを与えている。とりわけアナロジーのたくみな作用が働いている

のは，髪が天空に変貌する箇所である。

Cheveux　bleus，　pavmon　de　t6nさbres　tendues，

Vous　me　rendez　1’azur　du　ciel　immense　et　rond；

髪から青空へのメタモルフォーズを可能にしているのは，髪に付けられたbleusと

いう特異な形容詞と，pavillonという仲介的な機能を果たしている隠喩である。

pavnlonという語についてはピショワによる詳しい註解があるゐ）。彼は19世紀に

は長い豊かな髪がしばしば天幕のイメージを呼び起こしていることを実証すると共

に，天空もまた形態の類似によってpavillonという隠喩で呼ばれていることを指摘

している。実際pav丑lon＝cielの隠喩は『リトレ辞典』にも記載されている。我々

としてはさらにpavillonには寝台の上の天蓋の意味もあることを付け加えておきた

い。それは現在の場所である寝室と異国の空とを同時に喚起するのではないだろう

か。いずれにせよボードレールは，髪＝天幕，天幕＝空というふたつの常套的隠喩

をたくみに結びつけて，髪を空へと変容させている。

それではこのような代置的展開を行なっている韻文詩に対し，散文詩においては

髪とそれが呼び起こす夢想とはどのように結びつけられているのだろうか。たとえ

ば韻文詩において髪がはっきりと海に変容する第3節を例にとってみよう。

Fortes　tresses，　soyez　la　houle　qui　m’enl6ve！

Tu　contiens，　mer　d’6bさne，　un　6blouissant　reve

De　voiles，　de　rameurs，　de　flammes　et　de　mats：

ここで髪はまず「うねり」となり，さらに同格表現によって「黒檀の海」と呼ばれる。

一方散文詩においてこの箇所に対応する部分は次のようになっている。

Tes　cheveux　contiennent　tout　un　reve，　plein　de　voilures　et　de　matures；
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ils　contiennent　de　grandes　mers　dont　les　moussons　me　portent　vers　de

CharmantS　CIimatS，　L．．】

髪を「黒檀の海」と呼ぶことは，詩的言語の枠内では容易に受け入れることのでき

る常套表現である。ところが散文詩の「髪は大海原を含んでいる」の方は，文法的

には明快で何の技巧も認められないにもかかわらず，ある意味ではより大胆である

と言うことができる。何気なく詩人が提出したこの命題は不条理を含んでおり，現

実法則を超えたヴィジョンを表わしている。しかも散文詩には，韻文とは異なって，

前節まで髪と海を結びつける暗示は全くといってよいほど排除されていたのである。

韻文詩において髪と海は同格であったが，散文詩における髪と海の関係は類似性

にもとつく代置関係ではなく，単に含むものcontenantと含まれるものcontenuの

関係なのである。それはコップとその中に入っている液体の関係と同じように換喩

的な関係にほかならない。また韻文詩において「私」を彼方へ運ぶものは「波のう

ねり」であり，これもまた髪の隠喩であった。しかし散文詩において同様の役割を

果たしているのは「季節風」moussonsであって，それは髪と何らかかわりをもっ

ていない。dontという関係代名詞が示しているように，「季節風」は海の一部あ

るいはその付属物であって，やはり海から換喩的に導かれたイメージなのである。

ところでヤコブソンは，ひとつの言述の展開には大別して2種類の異なる意味論

的な流れがあることを指摘している。ひとつは相似性によって次の話題へと進展す

る隠喩的方法であり，もうひとつは隣接性にもとつく換喩的方法である。

Le　d6veloppement　d’un　discours　peut　se　faire　le　long　de　deux　lignes

s6mantiques　diffεrentes：un　th6me（∫op∫o）en　am6ne　un　autre　soit　par

similarit6　soit　par　contiguft6．　Le　mieux　serait　sans　doute　de　parler　de

proc6s　m6taphorique　dans　le　premier　cas　et　de　proc6s　m6tonymique　dans

1e　second，　puisqu’皿s　trouvent　leur　expression　la　plus　condens6e，1’un　dans

la　m6taphore，1，autre　dans　la　m6tonymie26）．

韻文詩が相似性の軸に沿って展開しているのは明らかである。髪は波のうねりに似

ており，そして海に似ている。それに反して散文詩は包含関係をも含む広い意味で

の隣接性によって，次のイメージを呼び起こしていると言えるのではないだろうか。

実際，帆と帆柱一大海原一季節風一魅惑的な風土と展開していく散文詩のイ
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メージ群は，髪を媒体とした等価物ではなく，現実においてたがいに隣接している事

物なのである。彼方の国についても，韻文詩においては第2節の大陸と女性とを同

時に喚起する表現やforet　aromatiqueという隠喩によって，ほとんど髪＝女性の

変異体となっていたのに対し，散文詩の「魅惑的な風土」は現実の，海のむこうに

ある土地として現われているだけである。

散文詩の第4節から第6節にかけて反覆される構文は，このような観点から見て

きわめて示唆に富んでいる。

Dans　roc6an　de　ta　chevelure

Dans　les　caresses　de　ta　chevelure

Dans　l，ardent　foyer　de　ta　chevelure

dans　la　nuit　de　ta　chevelure

sur　les　τivages　duvet6s　de　ta　chevelure

「お前の髪の大洋」という表現は，第3節における「お前の髪は大海原を含んでい

る」という表現と本質的には同じものではないだろうか。つまり髪と海は，同格関

係というよりはむしろ従属関係となっている。これらの構文についてバーバラ・ジ

ヨンソンは次のように書いている。

La　m6taphoricit6，　ici，　n’est　pas　substitutive，　mais　m6tonymiquement

att］ributive　：1，0c6an，　les　caresses，1e　foyer，1a　nuit，　les　rivages　ne　sont　pas

des　m6tamorphoses　de　la　chevelure　mais　sesρ70ρ7∫6だ∫27）．

韻文詩においては，髪とそれが喚起するさまざまなイメージとの間に，隠喩的な相

似関係が設定されていた。しかし散文詩においてはむしろ換喩的な絆が支配的であ

る。しかも韻文詩では，すでに述べたように類似性がたくみに動機づけられている

のに対し，たとえば散文詩における髪と海，髪と燃えさかる炉，髪と夜などの結び

つきは，どちらかといえば不連続的，恣意的な印象を与えるのである。そしてその

ことがかえって，散文詩のイメージの唐突性，直接性を生み出すひとつの理由とな

つているのではないだろうか。

ところで，髪とその夢想との関係に認められる韻文詩の隠喩性と散文詩の換喩性

は，他のさまざまなレベルにおいても観察することができる。以下にいくつかの箇
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所をとりあげて，韻文と散文を比較してみたい。

まず第3節において「私」が行こうとする国の描写部分を比べてみよう。

（J’irai　l註一bas）oh　1，arbre　et　1’homme，　pleins　de　sさve，

Se　pament　longuement　sous　1’ardeur　des　climats；

（【．．．］vers　de　cha㎜ants　climats）oh　respace　est　plus　bleu　et　plus　profond，

o血1’atmosphere　est　parfum6e　par　les　fruits，　par　les　feui皿es　et　par　Ia　peau

humaine．

韻文詩ではPleins　de　sさveが木と人間の両方を修飾しており，このsさveにはい

わゆる「樹液」の意と比喩的な「精気」（principe　vita1）の意がかけられている。

しかしこの語は本来，植物に対して使われるものであるから，ここでは「人間」の

方が一歩「木」に近づいていると言ってよいだろう。それに対して動詞se　p…㎞ent

（悦惚となる）の方は普通人間にしか用いられない。つまりこの動詞によって「木」

は擬人化されているわけである。このように相互的で凝縮的な隠喩によって，木と

人間の間には相似性が設定される。そして韻文詩は人間と自然とがたがいに交感し

あう異国の風土を総合的に喚起するのである。

一方散文詩の場合には，これといった修辞技法は見あたらない。ただ注目すべき

点は，大気の香りが「果実」と「木の葉」と「人聞の皮膚」という具体的な細部に

分割されて示されていることだろう。そして散文詩は，植物と人間とを韻文詩のよ

うにたがいに照応させるのではなく，ただ換喩的に並置しているだけなのである。

つづいて第4節は，両詩とも港のイメージを喚起している。

Un　port　retentissant　oh　mon　ame　peut　boire

Agrands　flots　le　parfum，　le　son　et　la　couleur；

OO　les　vaisseaux，　ghssant　dans　l’or　et　dans　la　moire，

Ouvrent　leurs　vastes　bras　pour　embrasser　la　glolre

D’un　ciel　pur　oU　fr6mit　l，6ternelle　chaleur．

　　　　　　　　　　　　　　　●cans　l’oc6an　de　ta　chevelure，　j’entrevois　un　port　foumlillant　de　chants

m61ancoliques，　d’hommes　vigoureux　de　toutes　nations　et　de　navires　de

toutes　formes　d6coupant　leurs　architectures　fines　et　compliqu6es　sur　un

cie1㎞mense　oむse　pr61asse　P6temelle　chaleur．
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韻文詩においては，冒頭のUn　portをohで導かれるふたつの関係節が修飾する形

となっている。最初の節では「飲む」という動詞の隠喩的な使用が特徴的である。

この動詞によって香りや音や色彩は液体となり「私の魂」の中に流れ込む。「飲む」

という行為は「私」と髪のもつ広大な感覚世界との一体化，そしてそこから生じる

陶酔感をあますところなく表現している28）。一方2番目の節においては「船」が

「その大きな腕を開く」のだが，この表現は帆船がその帆をいっぱいに開く姿を思

い起こさせる29）。と同時にこの表現はまた，次の「抱きしめる」という動詞と共に，

船を擬人化する役割をも果たしている。それによって「船」は詩人自身の隠喩にな

っていると考えられるのではないだろうか。というのはすでに第2節においても，

香りの海の上を「泳ぐ」「私の精神」はまさしく船に喩えられていたからである30）。

このように考えてくると，第4節におけるふたつの関係節の間には全く平行的な

記述が認められることになる。すなわち最初の節の主語は「私の魂」であり，2番

目の節の主語は「船」であるが，船を詩人の隠喩とすれば両者の間に等価性を見出

すことは容易である31）。主語と並んで述語部分も対応している。つまり最初の

節では「飲む」という比喩的な動詞が，そして次の節では「抱きしめるために腕を

開く」という擬人法が，どちらも対象の所有，対象との合体を意味しているからで

ある。このようにふたつの関係節は「私」と熱帯世界との交感を隠喩的技法で表現

しているわけである。そしてこれらの節は冒頭のUn　portとやはり等価の関係であ

ることも付言しておかねばならない。

ところが散文詩においては，韻文のような代置的な構造は認められない。ここに

おける「港」は，歌と人間と船，そして船の背景となっている空といった各種の要

素に分解されている。しかもそれらの要素はやはりたがいに換喩的な関係にある。

つまり歌と人間，人間と船，船と空はそれぞれたがいに隣接しているわけである。

そして港のイメージはいわばそれらの総和として呈示されている。

さらに第5節を比較してみよう。

Je　plongerai　ma　tete　amoureuse　d，ivresse

Dans　ce　noir　oc6an　oむ1’autre　est　enferm6；

Et　mon　esprit　subtil　que　le　roulis　caresse

Saura　vous　retrouver，　6　f6conde　paresse，

Infinis　bercements　du　loisir　embaum6！
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Dans　les　caresses　de　ta　chevelure，　je　retrouve　les　langueurs　des　longues

heures　pass6es　sur　un　divan，　dans　la　chambre　d’un　beau　navire，　berc6es

par　le　roulis　imperceptible　du　port，　entre　les　pots　de　fleurs　et　les　gargoulettes

rafraichissantes．

まずroulisという語に注目してみたい。散文詩のroulis（船の横揺れ）は，髪の愛

撫を契機として思い起こされるものであり，はっきりと過去に位置づけられている。

ところが韻文詩において「私の精神」を愛撫するのは髪ではなく，すでにこのrouHs

なのである。韻文詩のrouHsは，船の横揺れを表わすと同時に，前行で「黒い大洋」

と呼ばれた髪が揺れ動くさまを表わす隠喩でもあると考えられる。つまり散文詩で

は現在（髪の愛撫）と過去（船の横揺れ）が峻別されているのに対し，韻文詩の方

では両義的な表現によって現在と思い出の世界とが全く融合してしまっている。

韻文詩にはまた，いたるところに等価の関係を見出すことができる。たとえばふ

たつの頓呼法6f6conde　paresseとIn且nis　bercements　du　loisir　embaum6！は，

統辞論的な位置も曖昧であり，ほとんど等価性をもっている。さらにこのf6conde

paresseはそれと韻を踏む1行目のivresseの代置と思われるし，またInfinis　ber一

cementsの方はroulisとほぼ同質のものである。

韻文詩のふたつの頓呼法がきわめて抽象的な表現で詩的至福の状態を喚起してい

るのに対し，散文詩の喚起するものは非常に具体的な一個の情景である。そこで次

々と現われる事物は，やはりたがいに換喩的な関係にある。すなわち長椅子一部

屋一船一横揺れ一港というイメージの連鎖は，それぞれ隣接性に基づいている

わけである。花鉢と水冷し壺という細部についても同様である。

最後に第6節から次の箇所を対応させてみたい。

Sur　les　bords　duvetεs　de　vos　mさches　tordues

Je　m’enivre　ardemment　des　senteurs　confondues

De　l’huile　de　coco，　du　musc　et　dugoudron．

【．．．】；sur　les　rivages　duvet6s　de　ta　chevelure　je　m’enivre　des　odeurs　com・

bin6es　du　goudron，　du　musc　et　de　l’huile　de　coco．

ここではふたつの作品は非常に似通っている。椰子油，爵香，そして渥青という3

種の香りも，韻律の関係上語順は異なるが，双方に共通している。この中で特に渥
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青は防腐剤やさび止めとして船などに塗られるもので，とりわけ海や港を連想させ

る匂いであることに注意しておきたい。ところでこれら3種の香りが混ざりあって

いるさまを，韻文詩はconfondues，散文詩はcombin6esという言葉で表現している。

confondreという動詞は物質をたがいに見分けがつかないほどに溶かし合わせると

いう意味合いを含むのに対し32），combinerの方は単に個々の物質を組み合わせる

だけにとどまっている。confondreについてはくCorrespondances》の中の次の詩

句を思い起こしたい。

Comme　de　longs　6chos　qui　de　loin　se　collfondent

Dans　une　t6n6breuse　et　profonde　unit6，

Vaste　comme　la　nuit　et　comme　la　clart6，

Les　parfums，1es　couleurs　et　les　sons　se　r6pondent．

さまざまの事物が隠喩的な融合によってひとつの「統一」へ向かう万物照応の世界

は，se　confondreという動詞によって描かれている。つまり韻文詩では髪の香り

も海の香りも，すなわち現在も思い出の世界も，ただひとつに溶けあって統一され

た宇宙を作り上げている。それに対して散文詩の場合は3つの香りが融合するとい

うよりはむしろ並置されている。ここにも両詩の隠喩性と換喩性が顕著に現われて

いると見てよいだろう33）。

以上の考察から，韻文詩においては隠喩的展開が，散文詩においては換喩的展開

が支配的であることが明らかになったと思う。そして興味深いことにこの相違は，

ヤコブソンの理論においてまさしく詩と散文の区別に一致しているのである。すな

わち彼は代置的な隠喩が詩の特性であるのに対し，陳述的，展開的な換喩は散文の

特性であるとしているのである34）。

韻文詩が詩の特性をもち散文詩が散文の特性をもつ，このこと自体はたいして意

味をもたないことかもしれない。しかしここで考えてみなければならないことは，

ボードレールは散文詩を制作するにあたって隠喩的な原理を用いることもできたは

ずだということである。もちろん脚韻という平行性，類似性を形づくるのに最適の

手段を奪われている散文詩にとっては，それはかなり困難なことかもしれない。し

かしボードレールは全くそれを行なっていないのである。それどころか彼は散文詩

において韻律を排除すると同時に，詩の特性である隠喩的な原理を打ち捨て，散文

独自の特性を活かそうとしているように思われる。
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Vl　象徴性と具体性

それでは換喩的な原理は散文詩にどのような特徴を与えているのか。ヤコブソン

は隠喩と換喩をそれぞれ詩と散文に結びつける一方，前者をロマン主義と象徴主義

に，そして後者を写実主義に関連づけて次のように書いている。

La　primaut6　du　procεd6　m6taphorique　dans　les　6coles　romalltiques

et　symbolistes　a　6t6　maintes　fois　soulign6e　mais　on　n’a　pas　encore　suffi一

samment　compris　que　c’est　la　pr6dominance　de　la　m6tonymie　qui　gouveme
et　d6finit　effectivement　le　courant　litt6ratre　qu’on　appelle＜r6aliste》，qui　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

appartient註une　p6riode　interm6diaire　entre　le　d6clin　du　romantisme　et

la　naissance　du　symbolisme　et　qui　s，oPPose乞1’un　comme査1’autre．　Suivant

la　voie　des　relations　de　contigurt6，1’auteur　r6ahste　oP6re　des　digressions

m6tonymiques　de　1，intrigueきratmosph6re　et　des　personnages　au　cadre
spacio－tempore1．11　est　fdand　de　d6tails　synecdochiques35）．

換喩的な原理はとりわけ具体的，写実主義的な性格と細部への嗜好とに結びついて

いる。そしてくUn　h6misph6re》にはこのような特徴が顕著に見受けられるので

ある。

第3節における「果実」と「木の葉」と「人間の皮膚」，あるいは第5節におけ

る「花鉢」と「水冷し壺」という絵画的な細部は換喩的展開を行なう散文詩ならで

はのものであろう。クレペ，プランやベルナールが散文詩の具体的なタッチのもつ

新鮮さを認めたのは，まさしくこれらの箇所であった。

驚毒rドレール自身，「細部」を自由にとり入れることができる点を散文詩の一「般

的な利点のひとつとして認めている。すでに引用したが彼は散文詩集について，

＜En　somme，　c’est　encore」乙θ5　F1επz3　dπ1瞼1，　mais　avec　beaucoup　plus　de

hbert6，　et　de　d6刎1，　et　de　raiUerie＞と述べている。彼はまた，＜Tout　ce　qui

se　trouve　nature皿ement　exclu　de　1’（euvre　lythm6e　et　rim6e，　ou　plus　difficile

きyexprimer，’oπ51θ∫d6∫αゴZ∫加鷹6ア∫eZ3，　et，　en　un　mot，　toutes　les　minuties

de　Ia　vie　prosafque，　trouvent　leur　place　dans　r（£uvre　en　prose　【．．．」36）〉

と考えてもいたようだ。このような写実主義的性格は後のいくつかの散文詩におい

てさらに顕著になるが，ごく初期の作品である＜Un　h6misphさre＞にもすでにそ
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の萌芽が認められる。

またボードレールが好情詩と小説を比較して次のように書いている箇所は，韻文

詩と散文詩の性格を考える上で示唆に富んでいる。なぜならボーの短篇小説，ある

いはバルザックやフローベールの小説に鋭い関心を示しつづけたボードレールは，

散文詩において小説のもつ特色をある程度とり込もうとしたことは確かだからであ

る。

［．．．】nous　observons　que　tout　mode　lyrique　de　notre　ame　nous　contraint

註consid6rer　les　choses　non　pas　sous　leur　aspect　particulier，　exceptionnel，

mais　dans　les　traits　principaux，　g6n6raux，　universels．　La　lyre　fuit　volontiers

tous　les　d6tails　dont　le　roman　se　r6gale．　L’ame　lyrique　fait　des　enjamb6es

vastes　comme　des　synth6ses；1，esprit　du　romancier　se　d61ecte　dans　l’ana一
ly・e37）．

隠喩的原理の支配する韻文詩においては，ほとんどすべての事物は一般的な様相を

帯び，抽象化されている。それに対して散文詩の事物は非常に個別的で具体的なイ

メージを喚起する。このことは韻文詩の名詞が多くの場合定冠詞単数であり，散文

詩の場合には不定冠詞あるいは複数形が多用されていることと無関係ではなさそう

だ。

たとえば第3節で，韻文詩にはla－basという抽象的表現が使われているのに対し，

散文詩はde　chamlants　climatsと不定冠詞複数で具体的に表現している。1a　houle，

は定冠詞単数であることによって抽象的，象徴的な存在と化しているのに比べて，

1es　fruits，　les　feumes，1a　peau　humahleはすでに述べたようにその具体的な姿

を浮かびあがらせる。

また第4節では，韻文詩のle　parfum，1e　son　et　la　couleurがやはり定冠詞単

数である。一方散文詩の（fou㎜illant）de　chants　m61ancoliques，　d’hommes

vigoureux　de　toutes　nations　et　de　navires　de　toutes　fomlesは不定冠詞複数

であり，聴覚や視覚，または前節における人間の皮膚の香りを考慮に入れれば，嗅

覚をも動員してとらえられた具体的なイメージとなっている。

さらにこの節では「船」が両作品に共通して現われる要素となっているが，韻文

詩がそれを擬人化することによってそこに「私の魂」を投影しているのに対し，散

文詩の船は単なる視覚的なイメージを超えることはない。navires　de　toutes　for一
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mes，1eurs　architectures　fhles　et　compliqu6esといった表現は，その視覚性をま

すます強調する方向に向かっている。また「空」に関して言えば，韻文詩の1a　gloire／

D’un　ciel　purは船＝詩人の抱擁の対象となっており，抽象化の提喩とpurという

形容詞によって観念的な様相を帯びているが，散文詩のun　ciel　immenseは具体

的かつ視覚的であり，ただの風景の域を出ていない。換言すれば散文詩はこれらの

事物から一切の象徴性を剥ぎとっているのである。

散文詩における名詞は，つねに言語の外にある現実を指向している。naviresや

cie1は現実にある船や空そのものを示す。つまりこれらの語はその指向機能fonc一

tion　r6f6rentieUeを忠実に果たしているわけである。一方韻文詩のvaisseauxや

cielは，むしろひとつの象徴であり記号である。韻文詩のこうした性格が端的に現

われるのは，たとえば次のような箇所である。

Je　plongerai　ma　tete　amoureuse　d，ivresse

Dans　ce　noir　oc6an　oh　l，autre　est　enferm6；

ce　noh麟oc6anは髪の隠喩である。そして1’autreすなわち「もうひとつの海」とは，

ピショワも言うように38）実際の海を指していると考えるのがもっとも自然な解釈

だろう。ここではoc6anという語がもはやその本来の指向対象をもたず，現実に存

在する海は，隠喩に基づく固有の詩的論理に支配された韻文詩にとって，rautre

でしかないのである。

韻文詩の抽象性と散文詩の具体性は，両作品の末尾にある「思い出」という語に

はっきりと現われる。韻文詩の1e　vin　du　souvenirにおいては「思い出」は定冠詞

単数であり，しかもle　vinという隠喩によって，陶酔をもたらすものとしての象徴

的な価値をもっている。一方散文詩のje　mange　des　souvenirsでは「思い出」は不

定冠詞複数で表わされ，それらが具体的，個人的なものであることを示している。

　この違いは，実は両作品の題名にもすでに現われているのである。韻文詩のくLa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

bhevelure》が髪を観念的にとらえているのに対し，散文詩のくUn　h6misph6re

dans　une　chevelure》ではふたつの不定冠詞の使用によって，髪も，そして「私」

がその中に発見する世界も，個別的なものとして提示されている。
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皿　詩的主体の問題

以上，隠喩性と換喩性，象徴性と具体性という観点からふたつの作品を比較して

きたわけであるが，それはまた韻文詩と散文詩における詩的主体としてのjeの位相

の違いとも密接に結びついているように思われる。

事物が抽象化された韻文詩において見られるのはきわめて観念的な，ひとつの典

型としての夢想である。そこにおける「私」はma　tete　amoureuse　d’ivresseとい

う表現に端的に表われているように，何よりも「陶酔」を求めている。そして韻文

詩全体は，この陶酔を求めようとする強い意志につらぬかれている。

Je　la　veux　agiter．．．

」’irai　la－bas．．．

Fortes　tresses，　soyez　la　houle　qui　m’enl6ve！

Je　plongerai　ma　tete．．．

Et　mon　esprit　subti1．．．1saura　vous　retrouver．．．

ma　main．．．1s6mera　le　nlbis．．．

韻文詩には単純未来時制が目立っているが，それは時間的な未来を示すというより

はむしろ，主体の意志を表明するものである。

たとえば次のような箇所を思い出してみよう。

Et　mon　esprit　subtil　que　le　rouhs　caresse

Saura　vous　retrouver，　6　f6conde　paresse，

Infinis　bercements　du　loisir　embaum6！

ここでは1e　roulisという髪の揺れと船の揺れをほとんど同時に喚起する表現によっ

て，現在と思い出の世界とが同一化されていることはすでに述べた。したがってこ

こで「私の霊妙な精神」が再び見出すものは，ひとつの具体的な過去なのではなく，

「時間」が忘れ去られたところにはじめて生じる，普遍的な意味でのひとつの特権

的瞬間なのである。頓呼法の使用とinfinisという形容詞が，時間性の消滅，「永

遠」の認識を表明している。しかもそれは無意志的な記憶の想起ではなく，saura

一203一



retrouverという表現によってわかるように，完全に意志的な想起である。つまり

「私の霊妙な精神」は＜Je　sais　1’art　d’6voquer　les　minutes　heureuses＞　（＜Le

Balcon＞）と断言することのできるような，絶対的な権限をもった詩人なのである。

「霊妙な」と訳したsubtilという形容詞は，　qui　a　de　la　fhlesse，　qui　est　hab∬e

apercevoir，　a　sentir　des　diff6rences，　des　rapPorts　que　la　plupart　ne　discernent

pas，　ou　a　agir　avec　une　ing6niosit6　raffin6e（『プチ・ロベール』）と説明され

ている。すなわちesprit　subtnとは，一般の人間には知覚できない諸関係をも把握

することのできる天稟をもった人間を表わしている。

韻文詩の主体は，まさにこのesprit　sub田ではないだろうか。それは特権的瞬間

を自在に喚起することができると同時に，さまざまな事物の間にアナロジーを見出

してたがいに照応させることのできる絶対的な「詩人」である。

一方散文詩における夢想は，韻文と比較すれば非常に個別的であり，写実主義的

というよりはむしろ印象主義的な具体性をもっている。たとえば先に引用した韻文

詩の第5節は普遍的な特権的瞬間の想起であったが，散文詩の同じ節においては個

人的なひとつの過去の状況が具体的に想起されている。しかも散文詩の「私」が再

び見出すものは，直接にはles　langueursという具体的でむしろ肉体的な感覚である。

Dans　les　caresses　de　ta　chevelure，　je　retrouve　les　langueurs　des　longues

heures［．．．】

散文詩の場合は韻文詩のような意志的な想起ではなく，無意志的な記憶の想起が問

題となっているように思われる。散文詩の流れを追っていくと，髪に愛撫されてい

る「私」はまずles　langueursという漠然とした感覚を感じる。そしてその感覚に

結びついて，ある具体的な過去の情景が浮かびあがってくる。そこで髪の愛撫が船

の揺れと同質のものであったことがわかるのである。花鉢と水冷し壺という細部は，

このようにしてよみがえった記憶のあざやかさを示している。

散文詩は韻文詩のように凝った修辞を用いることによって超時間的な詩的至福を

歌いあげるのではなく，むしろ「私」の感覚を率直かつ直載的に表現することを求

めているようだ。このことは韻文詩の主体がmon　esprit　sub田という絶対的詩人

であったのに対し，散文詩の方ではつねにただのjeであることにもかかわってくる

だろう。すなわち散文詩の「私」はもっと個人的で主観的なのである。

散文詩の「私」は，何よりも感覚の主体として現われてくる。それはこの作品に
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「je＋感覚動詞」という構文が繰り返し使われることからも明らかである。

tout　ce　que　je　vois，　tout　ce　que　je　sens，　tout　ce　que　j’entends，

j’entrevois，　je　retrouve　（les　langueurs），　je　resPire，　je　vois，

je　m’enivre，　je　mordiUe，　je　mange

これらの動詞には視覚，聴覚，嗅覚ばかりではなく，触覚や味覚までも含まれるあ

らゆる感覚が認められる。散文詩の主体は「髪」の前にそのすべての感覚器官を開

いている存在だと言ってよいだろう。

さらに散文詩がこれらの感覚を動員して髪の中に見出す世界も，また主観的なも

のである。そこにもはや，韻文詩に見られるような言葉によって巧みに作りあげら

れたアナロジーはない。散文詩において髪をめぐる夢想がどちらかといえば換喩的

で自由な動きを示しており，そのためにイメージ群が唐突な性質を帯びていること

はすでに指摘したとおりである。これらのイメージは「普遍的な類推1’universeUe

analogieという汲めども尽きぬ貯蔵庫3賜からとり出されたというよりはむしろ，

「私」の主観に基づいている。

たとえば次の箇所を比較してみよう。

Cheveux　bleus，　pavi皿on　de　t6n6bres　tendues
Vous　me　rendez　1’azur　de　ciel　immense　et　rond；　　　　　の

dans　la　nuit　de　ta　chevelure，　je　vois　resplendjぼ1’infini　de　l’azur　tropical；

韻文詩においては形態のアナロジーを基盤とする巧妙な隠喩によって，髪そのもの

がほとんど自動的に空へと変容している。しかし散文詩においては「熱帯の果てし

ない紺青」は髪の変異体ではなく，あくまでも「私」が髪の中に「見る」ヴィジョ

ンにほかならない。そして韻文詩では髪が「私」に青空を与えてくれるのに対し，

散文詩において夜の中に青空を発見するのは「私」自身なのである。

同様のことはふたつの作品の最後をしめくくる文章にも認めることができる。

N’es－tu　pas　l’oasis　otl　je　reve，　et　la　gourde

Oh　je　hume　a　longs　traits　le　vin　du　souvenir？
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Quand　je　mordille　tes　cheveux　61astiques　et　rebeUes，皿me　semble　que

je　mange　des　souvenirs．

韻文詩の女性は隠喩によってオアシスに，また思い出の酒をたたえた器へと姿を変

える。N’es－tu　pas．．．？という反語疑問は，この隠喩の有効性を相手の女性ばか

りでなく，自分自身に，さらには読者に対して強く説得する役割をもっている。そ

して韻文詩の「私」は思い出の酒を飲むことによって，女性＝思い出との陶酔をも

たらす一体化を成し遂げるのであるが，それはあくまでも隠喩によって作り上げら

れた詩的虚構の上に立脚している。

では散文詩の方はどうだろうか。髪は依然として即物的にtes　cheveuxと呼ばれ

るだけである。しかもそれはrebeUesという形容詞が示すように，「私」の意のま

まにはならない。すなわち散文詩では，髪（女性）の隠喩的な変貌は不可能なので

あり，「私」は対象との一体化を実現するために髪を「噛む」，つまり文字通りそ

れを自らの体内に入れてしまうのである。そしてこの髪（女性）とのいわば換喩的

な一体化（je　mor（HUe　tes　cheveux）を，思い出との一体化（je　mange　des　sou一

veni1・s）として感じとるのは，やはり散文詩の主体である「私」にほかならない。

これらふたつの表現をやや唐突に結びつける丑me　sembleは，主体の主観性をよ

く表わしているのではないだろうか。

韻文詩は女性と思い出の器とをetreという動詞によって，容易にかつ大胆に同一

化しているが，それは絶対的な詩人の特権である。しかもこの隠喩は反語疑問文に

よってすべての人々に納得させるべく強調されている。一方散文詩のil　me　semble

は隠喩ではなくて直喩であり，一見大胆さを欠くかのように思われる。しかし直喩

こそは伝統的あるいは客観的なアナロジーに縛られることなく，ひとつの新しい認

識を提示することのできる手段であろう。そして実際，散文詩の「思い出を食べる」

という表現は，「髪を噛む」という直接的で具体的な行為が新鮮な印象を与えるの

と同じくらい，あるいはそれ以上に独創的だと思われるのである。

V皿　詩的なものの散文化

最後にこの「思い出を食べる」という言い回しについて考察してみたい。という

のはこの箇所には散文詩独自の特異な文体効果を見出すことができるからである。
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たとえばベルナールは散文詩最後の一文について，＜Je　n’h6site　pas　apr6f6rer　a

la　demi6re　strophe　de　la　pi6ce　en　vers，　qui　est　faible　est　artificieUe，　cette　phrase

温afois　plus　fam血6re　et　plus　intime！辱o）〉と断言してはばからない。だが一方で

は同じ部分が，当時のある批評家の嘲弄の的になったのも事実である。1862年，

ピエール・ヴェロンという記者はその頃LαPアθ∬θに掲載中の散文詩作品を攻撃し，

次のようにこの部分を皮肉っている。

Glo廿e註jamaisきce　marivaudage　forcen6！

Vivent　les　mangeurs　de　souvenirs！

Moi，　je　fais　des　v（eux　ardents　pour　que　cet　euph6misme　se　popularise．

」，entends　d，ici　M，　Baudelaire（Ch．）dire　au　restaurant：

一Gargon！priez　donc　le　chef　de　lle　pas　laisser　tomber　tous　les　soirs　des

s・uvenirs　dans　la　s・upe！．．．41）

好悪の判断はともかくとして，manger　des　souvenirsが当時の一読者にこのよう

な反応をひき起こしたことは注目すべきである。それはベルナールのような批評家

が表現の独創性を評価するのと，結局のところは紙一重であろう。つまりこの箇所

には，このように読者の注意を喚起する何かが存在しているのである。

ではこの新奇な文体効果をもう少し詳しく考えてみることにしよう。韻文詩のje　hume

［．．．】1e　vin　du　souvenirは，「思い出」を隠喩で一旦「ぶどう酒」とするフ゜ロセ

スを経ることによって，動詞humerとよどみなく結びつけている。　ところが散文

詩のje　mange　des　souvenirsの場合にはそのような中間項が欠けているのである。

そして散文詩はmangerという具体物に関して使われるべき動詞を，　des　souvenirs

という抽象的観念と何の仲介物もなく結びつけている。

同様の現象は，実は第1節においても見ることができるのである。韻文詩におけ

る「思い出」はpeupler，　do㎜antというふたつの動詞によって二重に擬人化され

ている。一方の散文詩ではsecouer　des　souvenirsとなっているが，この動詞は

secouer　la　poussi6re，　secouer　la　neigeなどの場合と同じく，「払い落とす」と

いう意味で使用されているようだ。そうすると散文詩では「思い出」に対して，本

来ほこりや雪のような具体的な物質に使われるべき動詞が用いられることになる。

すなわちここでも「思い出」は，韻文詩における擬人化とは正反対の，完全な物質

化の作用をこうむっているわけである42）。

「思い出」とは詩的なものの本質であると言っても過言ではないだろう。韻文詩
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の第1節に見られた擬人化は「思い出」により高尚な価値を与えている。ところが

散文詩における物質化は「思い出」からそのような価値を剥奪してしまう。また第

7節では，韻文詩の「思い出」はhumerという古い文学語と組み合わされている。

ところが散文詩の「思い出」はmangerというきわめて日常的，散文的な語と結合

されるのである。このようにして散文詩においては，詩的なものの象徴であるべき

「思い出」が，あたかも大通りのぬかるみの中に落ちた「後光」のように43），日常

的文脈の中に投げ出されてしまうのだ。「スープの中に思い出を落とす」と皮肉っ

たピエール・ヴェロンは，ある意味で，散文詩の行なっているこの詩的なものの価

値転落dεgradation，あるいは卑俗化banalisationに気づいていたにちがいない。

＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

言葉が内包ナるさまざまの意味を網の目のように複雑に組み合わせ，また隠喩と

いう言葉のダイナミックな動きを自在に操って，万物照応の宇宙を構築している

＜La　Chevelure＞は，韻文詩という伝統的な形式においてはひとつの頂点をきわ

めた作品であろう。しかしながら伝統へのその過度な忠実さの中に，一種のパロデ

イーの意図がなかったとは言い切れない。一方くUn　h6misph6re》は韻文詩のも

つ修辞性，隠喩性，象徴性を片端から打ちこわし，放榔していく。従来のポエジー

の概念をこのようにしてくつがえす行為そのものの中から散文でしか表現できない

ような新たなポエジーが生まれてくるのではないだろうか。それは伝統の中であま

りにも重くなりすぎた言葉よりもむしろ具体的な事物自体のもつ喚起力を最大限に

活用することであり，またひとりの近代人としての個人の感性を正面から打ち出し

ていくことでもあるだろう。しかも「思い出を食べる」という表現に端的に表われ

ているように，詩的なものの散文化自体がまたひとつの詩性を形づくることにもな

る。これらの要素が新たな「詩」の可能性を開いていくものであったことは間違い

ないだろう。

註

Baudelaireのテクストの引用はすべて，　Charles　Baudelaire，α〃〃θ∫60〃τρ12’θ5，

texte　6tabli，　pr6sent6　et　annot6　par　Claude　Pichois，2vol．，　Biblioth6que　de
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la　Pl6iade，　Gal1㎞ard，1975（以後P1。1，1と省略する）による。　韻文詩

＜La　Chevelure＞はP1．1，　pp．26－7に，散文詩くUn　h6misph6re　dans　une

chevelure》は同じくpp．300－1に収録されている。

1）　Charles　Baudelaire，　Co7アθ3ρoηdαηcθ，　texte　6ta1）li，　pr6sent6　et　annot6

par　Claude　Pichois，　Biblioth6que　de　la　P16iade，　Ga11㎞ard，1973，　t．　II，

p．615．1866年2月19日，Jules　Troubatへの手紙。

2）乃鼠，p．752．1861年12月20日頃のArs6ne　Houssayeへの手紙。イタリ

ックBaudelaire．

3）現在の表題に変更されるのは，1862年9月24日LσPアθ∬eにおける発表の

際。その時にはくPo6me　exotique》という副題がつけられている。これが

Baudelai1・eの生前における最後の発表であるが，　AsselineauとBanvmeの

監修による1869年の版は，副題を除いて1862年のテクストを再録している。

散文詩はその他に1861年11月1日Rθ川θルηfα∫3競θにも掲載されており，

1857年，61年，62年の3つのテクストの間には多少の異文がある。

4）＜Un　h6misph6re》はその少し前に発表された韻文詩くParfum　exotique》

（1857年5月17日ノ加7ηα1邑41θηρoη）との類縁関係も認められるが，そこ

には＜La　Chevelure＞とほどの強い関連性はない。また散文詩の方が韻文詩

より先に発表されているケースとしては，他にくAune　heure　du　matin》

（1862）とくrExamell　de　minuit》（1863），＜La　Belle　Doroth6e＞

（1863）と＜Bien　loin　d’ici＞（1864）カ～ある。

5）　（γ　Lε3F1θπ捻dε41匠αZ，6dition　chtique　6tabhe　par　Jacques　Cr6pet

et　Georges　Blin，　Jos6　Corti，［1942］，　PP．335－7．2人の註釈者はく1’ant6・

rioritεde　pubHcation　ne　saurait　prouver　1’ant6riorit6　de　composition》

（P．335）という展望のもとに，韻文と散文の比較を行なっている。しかし彼ら

は結論としては，＜Ainsi，　avec　les　memes㎞ages，1es　melnes　notes　et　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o鴻ﾂmes　toniques　l．．．】，vers　et　prose　r6ussissent　a　rendre　des　sons　di愈

f6rents＞（p．337）と述べるにとどめている。しかもこの比較研究は，韻文詩

としてくParfum　exotique》とくLa　Chevelure》をひっくるめて扱っている

ので，正確な年代決定をめざしたものではない。

6）（了Lθ5FZθ撹7∫伽ルfα1，6dition　de　Antoine　Adam，　Classiques　Garnier，

1961，P．305，及びPθ漉∫Po伽θ5θηPア05θ，6dition　critique　par　Robert

KopP，　Jos6　Corti，1969，　PP，245－7．　KoPPはく【．．．lapr6s　une　com一
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paraison　minutieuse　d’0ね雇η2‘∫助δ7θet　de　Lααθyθ1πアθ，　J．　Cr6pet　et

G．Blin　concluent，　avec　beaucoup　de　vraisemblance，　a　l，ant6riorit6　des

vers　par　rapport註la　prose＞（p．247）と書いているが，上記註5）の理由

からこれは不正確な記述だと思われる。またAdamは韻文先行の理由として，

散文詩のくMon　ame　voyage　sur　le　parfum　comme　rame　des　autres　hom・

mes　sur　la　musique＞という部分が，韻文の「美しい詩句」，＜Comme

d’autres　esprits　voguent　sur　la　musique，／Le　mien，6mon　amour！

nage　sur　ton　parfum＞の「やや不器用な書き替え」のように思えるという

点をあげているだけである。この指摘はあまりにも印象的すぎるし，また散文

詩を「不器用」と判断したがゆえにそれを韻文の前段階においた人々もいたの

だから，この意見はまったく説得力を欠いていると言わねばならない。

7）　（扉　P1．1，　p．880，　pp．1321－2．

8）Cr6pet，　Blinの研究以外に参照することができたのは次のものである（年代

順にあげる）。

Suzanne　Bernard，五θPo｛｝〃2θθη　ρア05ε　4εβ4ε44θZσかθ1ε459μりη03／o〃鵜

Nizet，1959，　pp．141－3．

阿部良雄，「青い髪よ，暗闇を張りつめた天幕よ……」　r無限』21号，1966

年12月；r悪魔と反復～ボードレール試解一』牧神社，1975年，pp。

108－132に「付記」と共に再録。

岩川　亮，「韻文詩と散文詩の間一ボードレールの場合一」東京外国語大

学フランス語学科論集FZα励ε側1，1973年，　pp．43－66．

Barbara　Johnson，　D萌g節碗oη3伽Zαη8αgθρ04吻πθ，　Flammarion，1979，

ch．　II＜La　Chevelure　et　son　double＞，　PP．31－55．

9）　1857年に散文詩が最初に発表された時にこの箇所はく1es　langueurs　des

10ngues／oπ7η4θ8＞となっていた。1861年から現在の表現にあらためられた

が，その際にBaudelaireが音の効果を重視したことは間違いない。

10）　＜A　c6t6　d，o〃露わ7θ，　opaque，　∫4η｛｝わ7ε∫　se　fonce　peu；quelle　d6ception，

devant　la　perversit6　conf6rant　a／o躍comme　aη厩∫，　contradictoirement，

des　timbres　obscur　ici，　la　clair》　（St6phane　Malla㎜6，＜Crise　de　vers＞，

血αμy7θ3　co〃ψ1（｝∫θ8，　Bibliothさque　de　la　Pl6iade，　P．364．）

11）G6rard　Genette，＜正e　jour，　la　nuit＞，血Fな㍑7ε311，6ditions　du　Seu皿，

1969，　pp．112－3．

一210一



12）Maurice　Grammont，　Pθ’ゴ∫〃απ6　dθyθ73醒cαガoη1ンαηf傭θ，　Armand　Colin，

1965，pp．55－60．

13）Roman　Jakobson，五35鷹3　dlθ1ごπg漉∫勿πθ86π6zπ1，　traduit　de　l，anglais　et

pr6fac6　par　Nicolas　Ruwet，　Les　6ditions　de　minuit，1963，　t．1，　p．235，

イタリックJakobson．

14）　Pierre　Fontanier，五θ5　F∠8㍑7θ8伽4∫∫coπ雌，　Flammario11，1968，　p．372．

15）　P1．　II，　PP．164－5，　Tゐ60do7θ　dθ　Bαηy1πθ　（1861）．

　　　　’
P6）　　0ρ．　cπ．，p．142．

17）　Danielle　Bouverot，　＜Comparaison　et　m6taphole＞，ill　Lθ1弛ηρ鷹5

〃20dθ7ηε，　1969，　p．233．

18）encolureが人間の首の意をもつようになったのは，比較的新しいことだと

思われる（rリトレ』にはこの意味はない）。しかもその場合には首の太さ，

力強さといった概念を伴っていて（＜Cou　de　l’homme（consider6　dans　sa
　　　　　　　　　　　　　　o№窒盾唐唐?浮秩C　sa　force）〉（Petit　Robert）；ex．＜La　robuste　encolure　d’耳mile

Zola＞（Daudet），＜avec　une　encolure　de　taureau＞　（Duhamel）など），

女性の首に関して用いるのはあまり適切ではないようだ。しかしBau　delaireは，

＜Al16gorie＞の中でもくc’est　une　femme　bene　et　de　riche　encolure，／

Qui　laisse　dans　son　vin　trainer　sa　chevelure＞　（Pl。1，　p．116）というよ

うにchevelureと韻を踏ませている。またPierre　Guiraud．はくLa　Chevelure》

において髪はfortes　tresses，　crini6re　lourde，　m6ches　torduesなどの形容詞

が示すように「力強さ」の象徴となっていることを指摘している。（恥5伽dθ

3’ア1∫8認g〃ε，6dition　K血1cksieck，1969，　p．180．）

19）　（γVictor　Brombert，＜The　WiU　to　Ecstasy：The　Exemple　of　Baudelaire’s

‘‘狽＝@Chevelure”〉，㎞　yご1θFアθηc海3如d∫θ5，　no　50，豆974，　p．60，＜　【．．．1

‘‘

狽盾奄唐盾氏h（fleece），　referring　to　the　hair，　but　immediately　also，　by　means

of　the　allusion　to　the　mythological　fleec6，　to　the　notion　of　an　exotic　voyage，

of　a　quest．〉　（茨aussi，　Barbara　Johnson，　oρ．‘∫∫．，　p．41，＜Et　le　mot

‘‘

狽盾奄唐盾氏h，　rappelant　l，objet　de　la　quete　mythologique　des　Argonautes，

entoure　d6s　le　d6but　la　chevelure　d’un　halo　de　fiction＞．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

20）　「金羊毛」はまた，錬金術の用語でもあることを付言しておきたい。rリト

レ』にはくTerme　d，alchimie．　Toison　d’or，　mati6re　par　le　moyen　de　la一

quelle　oll　fait　les　ouvrages　de　la　pierre　ph∬osophale》とある。また『19

一211一



世紀ラルース』は次のように言う。＜Suidas，　le　lexicographe，　a　6crit　que

cette　toison　6tait　un　livre　en　parchemin　qui　contenait　le　secret　de　faire

de　l’or［．．．1．〉いずれにせよ夢想の出発点となるこのtoison－chevelure

は，詩的宇宙という黄金を作り出すための鍵であり秘術であるという読み方も

できるだろう。

21）　Gaston　BachelardはL協σπθ’1ε376yθ5（1941；Jos6　Corti，1978）の中

で，波うつ髪のイメージが水の想像力と深く結びついていることを指摘してい

る。＜［．．．】il　suffit　qu，une　cheveldre　d6nou6e　tombe－coule－sur

des　6paules　nues　pour　que　se　rεanime　tout　le　symbole　des　eaux．〉（p．

115）水面にただようオフェーリアの髪，水辺で長い髪を櫛けずるオンディー

ヌたちの姿は，髪と水の結びつきをよく表わしている。また彼はく［．．．］i1

apparaft　bien　clairement　que　ce　n’est　pas　la　forme　de　13　chevelure　qui

fait　penser吾reau　courante，　c’est　soll　mouvement．　L．．】dさs　qu’eUe

oηd’π1θ，elle　amさne　naturellement　son　image　aquatique》　（p．117，イタ

リックBachelard）と述べて水のイメージを呼び起こすのは特に髪の「動き」で

あることを指摘しているが，韻文詩のmoutonnerもondulerと同様に水の夢想

を導く役割を果たしている。

22）　　Pl．　II，　P．108，　Th60ρhπε　σα！4ガθ7　I　I］　（1859）．

23）　0ρ．cf’，，　P．152　note，イタリックGenette．

24）　　P1．　II，　P．133，　レ70∫oア171♂go　（1861）．

25）　　Pl．1，　pp．880－1．

26）　0ρ，o∫乙，　P．61，イタリックJakobson．　　　　　　　　　　　　，

27）　0ρ，6ご乙，P．48，イタリックJohnso11．

28）対象への欲望，対象との一体化，そして陶酔を表わすのに，Baudelaireはこ

の「飲む」という動詞を好んで使っているようだ。たとえば＜Le　Balcon＞の

中に次のような語句がある。＜Et　mes　yeux　dans　le　noh　devinaient　tes

prunelles，1Et　jeわπyα∫5　ton　souffle，6douceur！6poiso111〉　あるいは

「通りすがりの女」との一瞬の視線の交流は次のように描かれる。　＜Moi，

je枷y偽，　crisp6　comme　un　extravagant，／Dans　son　cei1，　ciel　livide　oh

ge㎜e　l’ouragan，／La　douceur　qui　fascine　et　le　plaisir　qui　tue．》このテ

一マについては，奥本大三郎氏の論考（「瞳，髪，飲むこと一ポオ，ボオド

レール，ランボオ」，『ユリイカー総特集ボードレール』，青土社，1973，
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pp．326－337）がある。

29）　このイメージは，海洋用語としてのbrasがもつ意味によっても裏付けられる。

すでに述べたようにそれは帆桁の転桁索のことであり，そこからbrasは船の帆

とつながっている。

30）Baudelaireはその詩の中でしばしば「私」を船に喩えていることを指摘して

おきたい。たとえば＜Le　Serpent　qui　danse＞の中では，女性の髪がやはり

海に喩えられ，「私の魂」はその上を進む船となる。＜Comme　un　navire

qui　s，6veille　l　Au　vent　du　matin，1Mon　ame　reveuse　apPareille／Pour　un

ciel　lointain．〉またく正a　Musique＞においても同じように，音楽は海に

（＜La　musique　souvent　me　prend　comme　une　mer！》）そして「私」は船

に比されている。＜Je　sens　vibrer　en　moi　toutes　les　passions1D’un　va憾

seau　qui　souffre；／Le　bon　vent，1a　tempete　et　ses　convulsions　l　sur　1’im一

mense　gouffre／Me　bercent．［．．．1＞さらにもうひとつく正es　Sept　Vieilボ

1ards＞からの例をあげてみよう。＜Vainement　ma　raison　voulait　prendre

la　barre；／五a　tempete　en　jouant　dξroutait　ses　efforts，／Et　mon　ame

dansait，　dansait，　vie皿e　gaba荘e／salls　mats，　sur　une　mer　monstmeuse

et　sans　bords！〉幸福な夢想、から果てしない不安にいたるまで，あまたの感情

にゆすぶられる「魂」の動きを詩人は好んで波間にただよう「船」の姿に託し

て表現している。同様の比喩は，＜L’H6autont㎞oroum6nos＞，＜L’lrr6m6一

diable》，＜Le　Voyage＞にも見られる。また散文詩にもくLe　Coηガ’θ07

de　rartiste》，＜L’Invitation　au　voyage＞に「私の存在」あるいは「私の思

考」を船に喩えている箇所がある。

31）同様の構造は＜Un　voyage　a　Cyth6re＞の第1節においても，やはり「私の

心」と「船」の関係を伴って現われる。＜Moηcα～π7，　comme　un　oiseau，

voltigeait　tout　joyeux／Et　planait　librementゑ1’entour　des　cordages；／

Lθηαy∫7θroulait　sous　un　ciel　sans　nuages，！Comme　un　ange　enivr6

d’un　solen　radieux．》旅立ちに浮き立つ心と雲ひとつない空の下を進む船は，

どちらも直喩を伴いつつ平行的に描かれている。一方，＜La　Chevelure》のテ

クストの場合には，船を表わすvaisseauという語の語源がひとつの手がかりを

与えてくれる。この語は後期ラテン語のyα30ε11π〃2（りα5＜vase＞の指小辞）

からきており，もともとは液体を入れる容器（vase　quelconque　destin6　a

contenir　des　liquides）の意であった。『リトレ』にはこれが第一義として出
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ている。つまり香りや音や色を「飲む」ことのできる魂（mon　ame）は，液体

のための器（vaisseau）でもあるわけだ。

32）　＜Coη！ヒ）η6『7θalouteゑ〃2∂1θ71’id6e　qu，on　ne　peut　plus　dist血guer　les　choses

ou　les　personnes　r6unies》　（Henh　B6nac，1）∫c∫ゴoηηαかθdθ∫5アηoηア7ηθ8，

Hachette，1956）．

33）　Barbara　Johnsonも同様の見解を示している（oP．　o鉱，　P．46，　P．50）．

34）＜Le　principe　de　similarit6　gouveme　la　po6sie；［．．．】La　prose，　au　con・

traire，　se　meut　essentiellement　dans　les　rapports　de　contiguft6。　De　sorte

que　la　m6taphore　pour　la　po6sie　et　la　m6tonymie　pour　la　prose　constituent

1a　ligne　de　moindre　r6sistance，　ce　qui　explique　que　les　recherches　sur　les

tropes　po6tiques　soient　orient6es　principalement　vers　la　m6taphore．〉（0ρ．

o∫’．，　pp．66－7．）

35）　乃奴，pp．62－3．　Jakobsonによる隠喩と換喩の2分法においては，提喩は

換喩に含まれている。ただしここで彼が言う提喩とは，部分でもって全体を表

わす提喩に限られる。

36）　これはBaudelaireが1864年2月7日，　LεF∫gαアoに数篇の散文詩を発表し

たとき，冒頭に置かれた文章の一部で，Lθ．F∫gα70の記者Gustave　Bourdinに

よって署名されている。しかしRobert　Koppは，この記事にHoussayeへの献

辞やBaudelaire自身の手紙の中の散文詩に関する記述と共通する表現が多いこ

となどから，詩人自身が書いたのではないとしても少くともその影響下に書か

れたものだと考えている（oρ．c砿，　pp．　LXIII－LXIV）6

37）　　P1．　II，　P．165，1フ260doアθ　dθ　Bαηyゴ〃θ　（1861）．

38）　　PI．1，　p．880．

39）　　Pl．　II，　P．133，　7∫o∫07　11z48・o　（1861）．

40）　　0ρ．c∫∫．，　p．142．

41）　Cit6　par　Robert　Kopp，　oρ．　o既，　p．　Lvl．この記事は1862年10月11日，

Jo蹴ηα1α〃2πぶ侃’に＜Causerie＞の題で発表された。

42）　散文詩は，抽象物を具象化することによって生じる奇異な効果を活用してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎驕Bたとえば＜Le　Joueur　g6n6reux＞の中では「魂」が賭けの賞品として物

質化されているし，またくPerte　d’aur601e》でも，「後光」は具象化されて，

まるで帽子か何かのように扱われている。

43）　　（扉　　＜Perte　d’aur601e＞
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